
 

 

 

 

～園庭の魅力～ 
 

職員が思う園庭の魅力を紹介します 

 



園庭推進チーム
～園庭の魅力～

松の森とどんぐり山

これは松の森の散歩道です。子どもたちはキ

ラキラ輝いた目をしてどんぐりや松ぼっくり

を探しています。また、運動会では年長組が

クロスカントリーで走る道になり、寒い冬で

は、マラソンコースとなって走って体を温め

ています。

ここはどんぐり山です。下から上に上がる

のに、ロープを使ったり、はしごを使った

りして上まで登っています。ロープを掴む

握力を使い全身の成長を支えています。

松の森に行くと、大人も夢中になるぐらい、あっという間に時間が過ぎてしまいます。松の森では

5 種類のどんぐりが拾えます。どんぐりを集め終わった後、子どもたちと「どのどんぐりかな？」

と図鑑で見比べてみたり、「くりも落ちていたよ」と話し合ったりと、毎日いろんな発見でいっぱ

いです。

以上、すみれ組担任、須藤琉のおすすめする園庭の魅力でした。

松の森の散歩道

どんぐり山

園庭推進チームでは、職員が思う園庭の魅力を紹介していきます。
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～園庭の魅力～

ようちえんの秋の自然物

明徳幼稚園の秋はたくさんの自然に囲まれます。園庭で遊んでいると、風に吹かれてきたイチョウの葉

が飛んでいく様子をみて「うわ～！」と歓声をあげて喜んだり、箒で落ち葉を集めて山を作り、その上に

乗ったり、両手いっぱいに抱えて、落ち葉の吹雪をしたりと楽しんでいます。

また、松の森でも、先月同様に楽しみながら遊んでいます。どんぐりがたくさん落ちており、 さら

に栗も歩くたびに「あ！あった！」とみつけ、喜んでいる子どもたち。栗がチクチクして いて触ること

が難しい子は、木の枝で突っついて「みて～！」と、嬉しそうです。

集めた木の実は、お部屋の製作活動で使い、一人ひとり個性あふれる作品が出来上がっています。どん

ぐりを観察していると「虫がでてきた～！」と秋の自然を通してたくさんの発見をしている子どもたち。

移り変わる季節を子どもたちと見たり、肌で感じたりと、明徳幼稚園は魅力で溢れています☆ これから

気温も下がっていきますが、冬も子どもたちと楽しみながら、園庭の 魅力や活動などお届けしていきま

す。

以上、つくし組担任、河野愛里のおすすめする園庭の魅力でした。
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～園庭の魅力～

ようちえんの畑と田んぼ

明徳幼稚園の園庭には、畑と田んぼがあります。この畑と田んぼは、今までにたくさんの種類の野菜やお米

などを育て、収穫を行ってきました。

今までに明徳幼稚園で育てている食べ物リスト

畑：きゅうり とまと 枝豆 じゃがいも にんじん さつまいも かぶ そら豆 など

田んぼ：お米

となっています。苗植えや種まき、田植えをしてから、水をあげたり、雑草を抜いたりして大切に生長を見守

りながら、収穫を楽しみにしています。また、じっくりと観察したり、図鑑をみたりすることで興味が深まり

ます。育てているものに寄ってきた虫や生き物に触れる機会もあり、畑や田んぼを通して、さまざまな出会い

や発見があります。近隣の幼稚園にはない、明徳ならではの園庭環境の中で子どもたちは過ごしています。

収穫した食べ物を食べたことなかったり苦手なものだったりしても、自分たちで育ててきたから食べてみよ

う、友だちと一緒に食べてみると「おいしい！」と食べられるようになるきっかけになります。実際に「幼稚

園で食べたから家でも食べたい」とご家庭に帰ったお子様が話したり、「幼稚園でまた食べたい」と保育者に

言ったりして、野菜やお米を育て、自分で食すという過程を大切にしながら食育に繋げていきます。

以上、ほし組担任、鈴木七海のおすすめする園庭の魅力でした。
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～園庭の魅力～ 

山の園庭の古墳って知ってる?! 
   

 

 

山の園庭には斜面があったり、古墳（築山）があったりと、子どもたちが全力で体を動かして「やって

みよう」と意欲的な姿がみられます。その中でも私は、古墳（築山）がとても好きで、子どもたちはくね

くねの斜面を登り、山のてっぺんに到着します。昇り降りを楽しむだけではなく、山の上にはおばけやお

おかみがいると言い、一生懸命に登りながら戦いごっこをする姿があります。また、遊園地に見立て、落

ちている葉っぱやどんぐりをチケットにし、くねくねの斜面はアトラクションに並んでいるかのようにみ

んなで並び「ちょっと進んだよ！」とやりとりをしながら遊園地ごっこをして遊んでいます。このように

遊びながら（心・体）が育っていきます。 

斜面の昇り降りを遊びで取り入れることで、筋力やバランス感覚が養われていきます！ 

園庭にはたくさんの自然物があり、子どものとらえ方でチケットやままごとの料理の素材になり子ども

たちの発想はとても豊かだと感じます。このような自然豊かな環境の中で子どもたちと、どのようにかか

わるのか考えながら保育することがとても楽しいです。 

以上、くるみ組担任、藍柚佳のおすすめする園庭の魅力でした。 
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冬の遊びは発見がいっぱい

寒い日でも子どもたちは元気いっぱいに園庭で遊んでいます。冬だからこそ、面白いことがたくさんあ

るなと感じているはずの子どもたち。そんな気づきを楽しく過ごしてたくさん持ち帰って、もらえたら嬉

しいです。子どもたちは、室内から園庭に出るとまず、霜柱や氷ができているかどうかを確認していま

す。そして、氷を見て「わーきれい」と言っている子や、氷を割り、音を楽しむ子などさまざまです。ま

た、寒い日には焚火をして暖まっています。「あー、あったかいね」とみんなでほっこりしながら過ごし

ています。

みなさんは冬の景色はどのようなものを思い浮かべますか？歩くとサクサク音のする霜柱。ガラスのよ

うに透き通っている氷。ピューと吹く冷たい風。普段生活しているとあまり気にしないことでも子どもた

ちは常日頃から発見や驚きがたくさん。お家でもお子様のつぶやきに耳を傾けてみてくださいね。

先日は雪が降り、子どもたちは目をキラキラさせながら「わー雪だ！」と、とても嬉しそうでし

た。「冷たい」と言いながらも嬉しそうに雪を触ったり、かき氷屋さんをしたりととても楽しんでい

ました。以上、もも組担任、藤原美希がおすすめする冬の園庭の魅力でした。。


